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子ども・若者の自殺の現状① （船橋市 自殺者数の推移）
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• 20歳未満の船橋市の自殺者数は令和３（２０２１）年に6人に達した後、令和4（２０２２）
年以降は、2人程度で推移しています。

• 20-29歳の船橋市の自殺者数は増加傾向となっており、令和6（２０２４）年には19人
（男性14人、女性5人）に達し、平成21（2009）年以降、最多となりました。また、令和6
（２０２４）年の20-２９歳の自殺者数は千葉県内で船橋市が最も多い人数でした。

データ出典：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」（自殺日・住居地） 2
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（年）

R2(2020) R3(2021) R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025)
※1月～6月

15 20 10 18 20 7

20歳未満（人） 5 6 2 2 1 2

20-29歳（人） 10 14 8 16 19 5

合計（人）

年



子ども・若者の自殺の現状②（船橋市・千葉県 令和6年 年代別自殺者数）
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令和6年年代別自殺者数全体（船橋市・千葉県）
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令和6年年代別自殺者数男性（船橋市・千葉県）
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令和6年年代別自殺者数女性（船橋市・千葉県）
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• 船橋市の自殺者のうち、20歳未満は１．１％、
20～29歳は２１．６％となっております。
全年代の中で、20～29歳の割合が最も高く
なっています。
千葉県と比較し、20歳未満は下回っています
が、20～29歳は上回っています。

• 性別にみると、20～29歳の自殺者数が男性
では23.3％、女性では１７．９％を占めてお
り、どちらも千葉県を上回っています。

データ出典：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」（自殺日・住居地）

子ども・若者の自殺防止に向けた
取組をより一層強化していく必要
があります。
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子ども・若者の自殺の現状③（全国・千葉県 小中高生の自殺者数）

資料：警察庁自殺統計原票データより厚生労働省作成
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• 小中高生の自殺者数は、近年増加傾向が続き、令和6年では529人と、統計のある昭和
５５（１９８０）年以降で最多となっています。

• 令和6（２０２４）年の千葉県の小中高生の自殺者数は、26人となっています。

小中高生別自殺者数の年次推移

男性 女性 男性 女性 男性 女性

26 ＊ ＊ 3 4 7 12

高校生合計 小学生 中学生

令和6年千葉県小中高生別、性別の自殺者数

（人）

＊各欄の数値が２人以下の場合、該当部分の数値を
非公表としている。

出典：厚生労働省自殺対策推進室・警察庁生活安全局生活安全企画課「令和６年中における自殺の状況」（令和７年３月２８日）

都道府県別、小中高生別、性別の自殺者数
の公表は令和６年から開始。



自殺対策基本法の一部改正のポイント

基本理念に「こどもの自殺対策」を社会全体で取り組むことを明記

• 「こどもの自殺防止」の責務を明記。（第５条）

• 自殺防止等の観点から、心の健康の保持のための健康診断や保健指導等の
措置、精神保健の知識の向上に努めることを規定。（第１７条第３項）

学校

地方公共団体 【協議会】
• こどもの自殺対策や自殺未遂者等への適切かつ継続的な支援等を実施するた
め、地方公共団体は、学校、教育委員会、児童相談所、精神保健福祉センター、
医療機関、警察署、民間団体等などの関係者をもって構成する協議会を置くこ
とができることとし、こどもの自殺防止について情報交換や必要な支援措置
の協議を行うこととする旨を規定。（守秘義務・罰則規定有）（第４章）

具体的な取組を進めるために・・・

（参考）千葉県・千葉市・柏市の動向
具体的な検討は未。国の詳細な説明、他自治体の動向も鑑み、設置を検討する意向。

こども家庭庁
• こどもに係る自殺対策を、こども家庭庁の所掌事務に規定。 5



出典：令和7年6月11日付 こ支総第112号 ７文科初第723号社援発0611第1号「自殺対策基本法の一部を改正する法律の公布について（通知）」概要資料（参考１） 6
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